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局所的な強風が想定される場所（高層ビル周辺やトンネル坑口、

防風柵の切れ目等）における走行安全性評価や効果的な強風対

策の検討に利用できます。

研究の背景と目的

研究成果

高層ビル周辺では、局所的な強い風、いわゆるビル風が発生することが知られてい

ますが、その近傍を列車が走行する際の安全性評価手法は確立されていません。

隣接した2棟のビルの影響で生じるビル風を対象に、風洞試験と鉄道総研が開発し

た数値風洞による数値流体解析を実施しました。その結果、2棟のビルの後流で生

じる風速分布を解析によって精度良く再現できることを確認するとともに、その影

響の大きさや範囲を明らかにしました。

数値流体解析に基づいて推定した空気力が走行する車両に作用することを考慮で

きる車両挙動解析手法を構築しました。解析の結果、ビルの風下に生じる遮風域か

らビル外側の強風域に進入すると輪重が減少することがわかりました。

本手法を用いたパラメータスタディの結果、急な強風にさらされると輪重が減少し

やすくなり、特に、走行速度が高い場合など、車両に作用する空気力の立ち上がり

時間が2秒程度よりも短いと、輪重減少率が増大する傾向であることが明らかにな

りました。

鉄道力学研究部（車両力学）

一般的な強風時運転規制ではカバーできない局所風の事象（高層ビル周辺やトンネ

ル坑口）への対策の必要性有無、効果的な対策（速度規制や防風柵設置）について、

コンサルティング・受託等で支援します。

今後の展開

局所的な強風による車両転覆
に対する走行安全性評価手法

転覆危険率の評価精度を向上し、走行安全性と輸送安定性のバランスに配慮した

運転規制の構築に資することを目的に、局所風に対する車両挙動を解析しました。
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風速増加率の評価結果例 車両挙動解析による輪重変動例

局所的な強風を受けた際の輪重減少率と総研詳細式による輪重減少率の差分

複線高架橋

ビル

ビル風を模擬した風洞試験 数値流体解析モデルおよび解析結果

-80 -40 0 40 80
0.0

0.5

1.0

1.5

数値流体解析
風洞試験 

風
速

増
加

率

風速測定位置（実物大換算）　(m)

ビ
ル
に
よ
る
遮
風
域

ビ
ル
に
よ
る
遮
風
域

-80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80

走行速度
 30km/h
 60km/h
 90km/h
 120km/h

風
上

側
輪

重
　

（
kN

）

走行位置（車両中心位置）　（m）

ビ
ル
に
よ
る
遮
風
域

ビ
ル
に
よ
る
遮
風
域

走行方向

10kN

2

4

6

8

1

3

5

10

横力kN
揚力kN

想定風速
m/s

15.0
10.0

0→25

14.4
9.6

5→25

0
0

25→25

12.6
8.4

10→25

9.6
6.4

15→25

5.4
3.6

20→25

差分　％

立ち上がり幅　

立
ち

上
が

り
時

間
　

s

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10

12

14

16

18

20

空気力の立ち上がりの幅が大きく、時間が短い場合に、輪重減少率が増大します。
立ち上がり時間が２秒以上となるような速度規制や防風柵設置が効果的な対策です。

25m/s相当で固定

約0.9～10s

空気力モデル


